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実験は In vitro で、培養液中の神経膠腫幹細胞へのスルファサラジン添加により濃度依存性に増殖抑制効











本実験にて、CED を用いたスルファサラジンの局所投与は神経膠腫幹細胞 bRiTS-G3 を用いた脳腫瘍モデル
ラットに対して有意な生存延長効果を示した。同治療法は癌幹細胞を標的とした新たな分子標的治療法として、
悪性神経膠腫の治療に有用である可能性が示された。本研究で使用したスルファサラジン濃度は組織局所に全
く障害を与えないことが判明したが、スルファサラジンが難溶性であることからこれ以上の濃度上昇は困難で
あった。より有効かつ根治を目指した治療とするためには、スルファサラジンの溶解性の向上によるさらなる
高用量かつ広範囲での投与が必要であり、今後の課題と考えられた。 
